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第1章　製品概要

1　プログラム概要
製品概要

本製品では、各種材料を用いた構造断面の耐荷性能を各種設計基準を用いて素早く評価することができます。

材料

コンクリート 
鉄筋 
PC鋼材（鋼より線、鋼棒） 
鋼板 
炭素繊維シート 
アラミド繊維シート 
弾性材料（ヤング係数を任意に入力） 
非構造材料（単位体積重量のみを考慮した材料）
 

M-φ特性(曲率照査用)

<骨格>
バイリニア（対称、非対称） 
トリリニア（対称、非対称） 
テトラリニア（対称、非対称） 
<内部履歴>
ノーマル型 
Takeda型 
弾性型 
原点指向型 
原点最大点指向型 
H11鉄道耐震型 

設計基準

<照査設定>
以下の照査機能があります。
RC部材の曲げ応力度照査（H8/H14/H24道示） 
RC部材のせん断応力度照査（H8/H14/H24道示、H11/H22土工指針） 
RC部材の曲げ耐力照査（H8/H14/H24道示、JH二集、NEXCO二集、H17海洋架橋、H10アラミド研） 
鋼製橋脚の曲げ耐力照査（H8/H14/H24道示） 
RC部材のせん断耐力照査（H8/H14/H24道示） 
付着応力度（H8/H14/H24道示） 
最小鉄筋量（H14/H24道示） 
曲率照査（H14/H24道示） 
鋼製部材のひずみ照査（2008土木学会） 

6

第１章　製品概要



<限界状態照査>
限界状態設計法に基づく照査機能があります。準拠基準は、以下のとおりです。
1.平成8年制定コンクリート標準示方書［設計編］ 
2.2002年制定コンクリート標準示方書［構造性能照査］ 
3.2007年制定コンクリート標準示方書[設計編] 
4.2012年制定コンクリート標準示方書[設計編] 
5.鉄道構造物等設計標準・同解説　コンクリート構造物(平成11年10月) 
6.鉄道構造物等設計標準・同解説　コンクリート構造物(平成16年4月) 

照査項目は、以下のとおりです。
安全性-断面破壊-曲げ軸力 
安全性-断面破壊-せん断 
安全性-断面破壊-ねじり 
安全性-疲労破壊-曲げ軸力 
安全性-疲労破壊-せん断 
耐久性-鋼材腐食-曲げひび割れ 
耐久性-鋼材腐食-せん断ひび割れ 
耐久性-鋼材腐食-ねじりひび割れ 
使用性-応力制限 
使用性-外観ひび割れ-曲げひび割れ 
使用性-外観ひび割れ-せん断ひび割れ 
使用性-外観ひび割れ-ねじりひび割れ 
終局限界状態-曲げ軸力 
終局限界状態-せん断 
終局限界状態-ねじり 
使用限界状態-曲げ軸力 
使用限界状態-せん断 
使用限界状態-ねじり 
疲労限界状態-曲げ軸力 
疲労限界状態-せん断 
 
安全性、耐久性、使用性という用語は、上記 3、4、6 で使用されています。
終局限界、仕様限界、疲労限界という用語は、上記 1、2、5 で使用されています。

<部分係数設計>
H29道路橋示方書で採用された部分係数設計法に準拠した照査です。
道示IIIの曲げ応力度照査（RC/PC部材） 
道示IIIの曲げ耐力照査（RC/PC部材） 
道示IIIのせん断耐力照査（RC/PC部材） 
道示IVのせん断耐力照査（RC部材） 
道示Vのせん断耐力照査（RC部材） 
道示Vの曲率照査（RC部材、鋼部材） 
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2　フローチャート

開始

入力

計算実行

結果確認

終了

レポート出力

断面

部分 係 数 設 計

荷重

限界 状 態照査

照査設 定

Ｍ－φ特性
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第2章　操作ガイダンス

1　モデルを作成する
H24道示の「許容応力度法-曲げ」「許容応力度法-せん断」「終局強度法-曲げ」「終局強度法-せん断」に関する照査、H24
道示の曲率照査、H29道示Vの各照査、H29道示の曲率照査、2012コンクリート標準示方書の限界状態照査を実施したデー
タを例題として作成します。
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。
（使用サンプルデータ：DosiH24H29-JSCE2012.esec）

【入出力フォーマット】
（「ファイル」-「システムオプション」)
設定は、システム（レジストリ）に保存されます。

入出力フォーマット
各ウィンドウでの入出力データの書式を設定します。
ここでの設定は入力ウィンドウで入力された値をどのように表
示するかを指定するものです。実際の計算では、表示されてい
る数字ではなく有効桁数が１５～１６桁の精度で計算していま
す。細かい数値を入力するときは、書式を変更してください。

操作ガイダンスムービー
Youtubeへ操作手順を掲載しております。
Engineer's Studio® Section　操作ガイダンスムービー(17:41)
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1－1　新規作成
新規入力
新規作成ボタンをクリックします。
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2　断面
2－1　材料
材料データを作成します。追加、削除、編集が可能です。

　　　：材料データベース(材料データベースにはよく使われる
物理定数が登録されています。プログラム内部で固定ですので
変更や追加、削除はできません。)

1.コンクリート、鉄筋、鋼板、炭素繊維シート、アラミド繊維
シート、PCケーブル、PC鋼棒、非構造材料のいずれかをクリッ
クします。 
2.リストの中をクリックして選択します。 
3.OKボタンをクリックします。 
4.材料が材料リストに生成されます。

<コンクリート 30MPa><鉄筋 SD345><鉄筋 SD490><鋼板
材料 SM490Y>を追加します。

30MPa、SD345、SD490、SM490Yが追加されました。

材料
｢材料｣をクリックします。

　　　を押して、不要データを削除します。

材料名称：材料の名称が表示されます。 

種類
データベース：材料データベースから作成した材料です。
ユーザー：物理定数や許容応力度等などを編集すことができ
る材料です。

タイプ：材料のタイプが表示されます。

圧縮強度：設計基準強度（コンクリート）、降伏点（コンクリー
ト以外の材料）が表示されます。
※弾性材料、非構造材料にはこのデータはありません。

Ｅ：ヤング係数が表示されます。
※非構造材料にはこのデータはありません。

γ：単位重量が表示されます。
繊維シートは、材料詳細の繊維目付量、繊維シート１層当たり
の厚さから計算されるため入力できません。

α：線膨張係数が表示されます。
※非構造材料 にはこのデータはありません。

色：材料の色が表示されます。
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2－2　アウトライン
部材断面の形状（外形、輪郭）を表します。 アウトラインだけでは材質などの属性を持っていません。アウトライン詳細で作
成・編集されたアウトラインのサムネイルを表示します。

<アウトライン：Rec32　アウトライン要素名：柱基部コア>

アウトラインサムネイル

を押して、アウトラインを追加します。

アウトライン詳細
アウトライン要素のタイプを追加します。

エディタ上部のアウトライン要素タイプ一覧からアウトラインに
追加するアウトライン要素タイプをドラッグし、エディタ下部の
表にドロップします。<矩形>

もしくは、 を押して、アウトライン要素タイプを選択しま
す。

アウトライン要素エディタ
アウトライン要素タイプの寸法や面取り等の形状データを編集
します。
寸法データタブ<幅 4　高さ 2>　他タブは初期値

で閉じる

アウトライン要素名を変更する。<柱基部コア>

で閉じる
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<アウトライン：Rec51　アウトライン要素名：柱基部コア>

アウトライン名を変更する。<Rec32>

を押して、アウトラインを追加します。

アウトライン詳細

１．アウトライン要素のタイプを追加します。
エディタ上部のアウトライン要素タイプ一覧からアウトラインに
追加するアウトライン要素タイプをドラッグし、エディタ下部の
表にドロップします。<矩形>

もしくは、 を押して、アウトライン要素タイプを選択しま
す。

アウトライン要素エディタ
アウトライン要素タイプの寸法や面取り等の形状データを編集
します。
寸法データタブ<幅 4.5　高さ 2.4>　他タブは初期値

で閉じる
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<アウトライン：Rib200x19mm　アウトライン要素名：Rectangle>

アウトライン要素名を変更する。<柱基部コア>

で閉じる

アウトライン名を変更する。<Rec51>

操作は前述同様に行う。

アウトライン要素<矩形>
寸法データ<幅 0.2　高さ 0.019>
アウトライン要素名<Rectangle>
アウトラインサムネイル名<Rib200x19mm>
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<アウトライン：Corner389x22mm　アウトライン要素名：Rectangle>

<アウトライン：2200x25mm　アウトライン要素名：Rectangle>

操作は前述同様に行う。

アウトライン要素<矩形>
寸法データ<幅 0.389　高さ 0.022>
アウトライン要素名<Rectangle>
アウトライン名<Corner389x22mm>

操作は前述同様に行う。

アウトライン要素<矩形>
寸法データ<幅 2.2　高さ 0.025>
アウトライン要素名<Rectangle>
アウトライン名<2200x25mm>
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<アウトライン：2150x25mm　アウトライン要素名：Rectangle>

<アウトライン：R3000　アウトライン要素名：円>

操作は前述同様に行う。

アウトライン要素<矩形>
寸法データ<幅 0.025　高さ 2.15>
アウトライン要素名<Rectangle>
アウトライン名<2150x25mm>

操作は前述同様に行う。

アウトライン要素<円形>
寸法データ<半径 1.5>
アウトライン要素名<円>
アウトライン名<R3000>
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2－3　断面
断面はアウトラインに材料を割り当てて、鉄筋、PC鋼材などを配置します。断面エディタで作成された断面を表示します。

<断面：Rec32-X　断面要素名：Conc>

断面サムネイル

-任意形状断面を押して、断面を追加します。

断面エディタ
１つの断面は複数の断面要素から構成されます。このエディタ
で断面を作成します。

断面要素のタイプを追加します。

エディタ上部の断面要素タイプ一覧から追加するタイプをド
ラッグし、エディタ下部の表にドロップします。<アウトライン>

もしくは、 を押して、断面要素タイプを選択します。

断面要素タイプ
・アウトライン：アウトラインで作成したものです。
・鉄筋：断面要素を配置します。 既にある断面要素がコンク　
　リート材料であることが必要です。
　円形鉄筋の角度を入力するときは正の値で入力します。負　
　の値は赤表示になり、考慮されません。
・プレート：鋼板です。鋼板をここで定義することができます。　
　アウトラインで準備する必要はありません。
・巻き立て：厚みを指定して断面の周囲を巻きたてます。
・FRP貼付け：炭素繊維シートやアラミド繊維シートを断面に
　貼り付けることができます。コンクリート床版やコンクリート　
　桁などに貼り付けて許容応力度照査や終局曲げモーメント
（破壊判定あり）を計算します。計算方法は土木研究所の「コ
　ンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書(III)、　
　H11.2」を参考としています。
※JH設計要領第二集の炭素繊維シート巻き立て橋脚の場合
　は、コンクリートの応力-ひずみ曲線に横拘束効果を見込む
　ので、この「FRP貼付け」を使用しません。
・PC鋼材：断面剛性としてPC鋼材を必要に応じて考慮しま
　す。
・数値断面：断面積や断面二次モーメントなどを直接入力して
　断面を作成します。
・道路横断面：道路横断面の舗装部分などに使用します。通　　
　常、舗装部分の断面剛性は無視するので、非構造材料を指
　定します。また、構造材料として考慮することも可能です。
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材料タブ
<30Mpa>

アウトラインタブ
<Rec32>

他タブは初期値

で閉じる

断面要素名を変更する。<Conc>
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<断面：Rec32-X　断面要素名：要素2>

断面エディタ
要素タイプ：鉄筋を追加します。

材料タブ
<SD345>

配置データタブ
<矩形配置>
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寸法データタブ
配置方法の指定<ピッチ>

寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
幅 4
高さ 2
a 0.15
b 0.1
c 0.15
d 0.1
ピッチ1 0.125
n1 -
端数の最小値1 0.125
端数1 -
ピッチ2 0.25
n2 -
端数の最小値2 0.25
端数2 -
ピッチ3 0.125
n3 -
端数の最小値3 0.125
端数3 -
ピッチ4 0.25
n4 -
端数の最小値4 0.25
端数4 -
ピッチの最小値1 0.125
ピッチの最小値2 0.25
ピッチの最小値3 0.125
ピッチの最小値4 0.25
総面積 -

他タブは初期値

で閉じる

断面要素名を変更する。<要素2>
<断面定数として考慮にチェックをする>

で閉じる

断面名を変更する。<Rec32-X>
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<断面Rec32-Z　断面要素名：Conc>

断面サムネイル
｢断面サムネイル｣をクリックします。

-任意形状断面を押して、断面を追加します。

断面エディタ
要素タイプ：アウトラインを追加します。

材料タブ
<30Mpa>

アウトラインタブ
<Rec32>

他タブは初期値

で閉じる
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<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar1>

要素タイプ：鉄筋を追加します。

材料タブ
<SD345>

配置データタブ
<直線配置>

断面要素名を変更する。<Conc>

22

第２章　操作ガイダンス



寸法データタブ
配置方法の指定<本数＆ピッチ>

寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
長さ -
ピッチ 0.125
本数 29
総面積 -

アライメント：位置詳細を指定します。<左>
・左　左端から長さをとります。
・中央　中央から左右に長さをとります。
・右　右端から長さをとります

変換タブ
並進方向：要素をずらして配置する場合に入力します。移動距
離を入力します。<z：0　y：0.85>

で閉じる

断面要素名を変更する。<rebar1>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar2>

断面エディタ
要素タイプ：鉄筋を追加します。

材料タブ
<SD345>

配置データタブ
<直線配置>

寸法データタブ
配置方法の指定<本数＆ピッチ>

寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
長さ -
ピッチ 0.125
本数 29
総面積 -

アライメント：位置詳細を指定します。<左>
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<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar3>

<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar4>

変換タブ
並進方向<z：0　y：-0.85>

で閉じる

断面要素名を変更する。<rebar2>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ >
寸法データ<直径 D32 ピッチ 0.25 本数 15>
変換：並進方向 <y:0.75>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar3>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ>
寸法データ<直径 D32 ピッチ 0.25 本数 15>
変換：並進方向 <y:-0.75>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar4>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面サムネイル：Rec32-Z　断面要素名：rebar5>

<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar6>

<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar7>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ>
寸法データ<直径 D29 ピッチ 0.125 本数 11>
変換：回転角度 <角度：90>　
　　  並進方向 <z:-1.85>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar5>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ> 
寸法データ<直径 D29 ピッチ 0.125 本数 11>
変換：回転角度 <角度：90>
　　  並進方向 <z:1.85>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar6>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ> 
寸法データ<直径 D29 ピッチ 0.25 本数 5>
変換：回転角度 <角度：90>　
　　  並進方向 <z:1.75>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar7>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar8>

<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar9>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<直線配置>
配置方法の指定<本数&ピッチ >
寸法データ<直径 D29 ピッチ 0.25 本数 5>
変換：回転角度 <角度：90>
　　  並進方向 <z:-1.75>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar8>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<矩形配置>
配置方法の指定<本数>
寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
幅 4
高さ 2
a 0.15
b 0
c 0.15
d 0
ピッチ1 -
n1 0
端数の最小値1 -
端数1 -
ピッチ2 -
n2 0
端数の最小値2 -
端数2 -
ピッチ3 -
n3 0
端数の最小値3 -
端数3 -
ピッチ4 -
n4 0
端数の最小値4 -
端数4 0
ピッチの最小値1 0
ピッチの最小値2 0
ピッチの最小値3 0
ピッチの最小値4 0
総面積 -

変換：全て0

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar9>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Rec32-Z　断面要素名：rebar10> 操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<矩形配置>
配置方法の指定<本数>
寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
幅 4
高さ 2
a 0.15
b 0
c 0.25
d 0
ピッチ1 -
n1 0
端数の最小値1 -
端数1 -
ピッチ2 -
n2 0
端数の最小値2 -
端数2 -
ピッチ3 -
n3 0
端数の最小値3 -
端数3 -
ピッチ4 -
n4 0
端数の最小値4 -
端数4 0
ピッチの最小値1 0
ピッチの最小値2 0
ピッチの最小値3 0
ピッチの最小値4 0
総面積 -

変換：全て0

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<rebar10>
<断面定数として考慮にチェックをする>

断面名を変更する。<Rec32-Z>
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<断面：Rec51-X　断面要素名：Conc>

断面サムネイル
｢断面サムネイル｣をクリックします。

-任意形状断面を押して、断面を追加します。

断面エディタ
要素タイプ：アウトラインを追加します。

材料タブ
<30Mpa>

アウトラインタブ
<Rec51>
他タブは初期値

で閉じる
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<断面：Rec51-X　断面要素名：要素  2>

断面要素名を変更する。<Conc>

操作は前述同様に行う。
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD490>
配置データ<矩形配置>
配置方法の指定<ピッチ>
寸法データ 入力値
直径 D51
鉄筋面積 -
幅 4.5
高さ 2.4
a 0.16
b 0.14
c 0.16
d 0.14
ピッチ1 0.15
n1 -
端数の最小値1 0.15
端数1 -
ピッチ2 0.15
n2 -
端数の最小値2 0.15
端数2 -
ピッチ3 0.15
n3 -
端数の最小値3 0.15
端数3 -
ピッチ4 0.15
n4 -
端数の最小値4 0.15
端数4 -
ピッチの最小値1 0.15
ピッチの最小値2 0.15
ピッチの最小値3 0.15
ピッチの最小値4 0.15
総面積 -

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<要素 2>
<断面定数として考慮にチェックをする>

断面名を変更する。<Rec51-X>
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<断面：Crcl　断面要素名：E1>

<断面：Crcl　断面要素名：E2>

断面サムネイル
｢断面サムネイル｣をクリックします。

-任意形状断面を押して、サムネイルを追加します。

操作は前述同様に行う。
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<30MPa>
アウトライン<R3000>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<E1>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<楕円配置>
寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
A 1.5
B 1.5
開始角 0
終了角 360
かぶりA 0.15
かぶりB 0.15
本数 64
総面積 -

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<E2>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Crcl　断面要素名：E3>

<断面：Steel　断面要素名：Element  1>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<鉄筋>

鉄筋エディタ
材料<SD345>
配置データ<楕円配置>
寸法データ 入力値
直径 D32
鉄筋面積 -
A 1.5
B 1.5
開始角 0
終了角 360
かぶりA 0.25
かぶりB 0.25
本数 32
総面積 -

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<E3>
<断面定数として考慮にチェックをする>

断面名を変更する。<Crcl>

断面サムネイル
｢断面サムネイル｣をクリックします。

-任意形状断面を押して、サムネイルを追加します。
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<断面：Steel　断面要素名：Element  2>

<断面：Steel　断面要素名：Element  3>

<断面：Steel　断面要素名：Element  4>

操作は前述同様に行う。
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<2200x25ｍｍ>
変換：並進方向 <y：1.0875>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  1>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<2200x25ｍｍ>
変換：並進方向 <y：-1.0875>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  2>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<2150x25ｍｍ>
変換：並進方向 <z：-1.0875>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  3>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<2150x25ｍｍ>
変換：並進方向 <z：1.0875>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名：<Element  4>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Steel　断面要素名：Element  5>

<断面：Steel　断面要素名：Element  6>

<断面：Steel　断面要素名：Element  7>

<断面：Steel　断面要素名：Element  8>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：-0.975  y：0.66>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  5>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：-0.975  y：0.22>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  6>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：-0.975  y：-0.22>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  7>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：-0.975  y：-0.66>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element  8>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Steel　断面要素名：Element  5r>

<断面：Steel　断面要素名：Element  6r>

<断面：Steel　断面要素名：Element  7r>

<断面：Steel　断面要素名：Element  8r>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：0.975  y：0.66>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 5r>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：0.975  y：0.22>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 6r>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：0.975  y：-0.22>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 7r>
<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：並進方向 <z：0.975  y：-0.66>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 8r>
<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Steel　断面要素名：Element  9>

<断面：Steel　断面要素名：Element  10>

<断面：Steel　断面要素名：Element  11>

<断面：Steel　断面要素名：Element  12>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：-0.66  y：0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名：<Element 9>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：-0.22 y：0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 10>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：0.22 y：0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 11>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：0.66 y：0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 12>

<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Steel　断面要素名：Element  9b>

<断面：Steel　断面要素名：Element  10b>

<断面：Steel　断面要素名：Element  11b>

<断面：Steel　断面要素名：Element  12b>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：-0.66 y：-0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 9b>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：-0.22 y：-0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 10b>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：0.22 y：-0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 11b>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Rib200x19mm>
変換：回転方向 <角度：90>　並進方向 <z：0.66 y：-0.975>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Element 12b>

<断面定数として考慮にチェックをする>
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<断面：Steel　断面要素名：Corner1>

<断面イル：Steel　断面要素名：Corner2>

<断面サムネイル：Steel　断面要素名：Corner3>

<断面サムネイル：Steel　断面要素名：Corner4>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Corner389x22mm>
変換：回転方向 <角度：45>　並進方向 <z：-0.93 y：0.93>

他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Corner1>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Corner389x22mm>
変換：回転方向 <角度：45>　並進方向 <z：0.93 y：-0.93>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Corner2>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Corner389x22mm>
変換：回転方向 <角度：-45>　並進方向 <z：-0.93 y：-0.93>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Corner3>

<断面定数として考慮にチェックをする>

操作は前述同様に行う。(既存断面要素を 自動複製して、
修正することもできます。)
断面エディタ
断面要素<アウトライン>

アウトラインエディタ
材料<SM490Y>
アウトライン<Corner389x22mm>
変換：回転方向 <角度：-45>　並進方向 <z：0.93 y：0.93>
他は初期値

断面エディタ
断面要素名<Corner4>
<断面定数として考慮にチェックをする>

で閉じる
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【断面特性オプション】

各断面の断面諸量を表形式で確認することができます。その他に骨組み線の位置の変更やねじり定数を直接入力すること
も可能です。

3　荷重
3－1　基本荷重ケース
基本荷重ケースを設定します。

断面名を変更する。<Steel>

基本荷重ケース
｢基本荷重ケース｣をクリックします。
(「荷重」-「基本荷重ケース」)

を押して、荷重ケースを追加、荷重ケース名を変更します。
<L1><L2><L3>

各断面の基本要素を選択します。

基本要素：断面が複数の断面要素から構成される場合にベー
スとなる断面要素を指定します。面積、断面二次モーメントは
ベースとなる断面要素のヤング係数を基準とした換算値となり
ます。

断面名称 基本要素
Rec32-X Conc
Rec32-Z Conc
Rec51-X Conc
Crcl E1
Steel Element 1
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4　照査設定
H8/H14/H24道路橋示方書に関する断面照査を行う場合、入力します。

4－1　道示照査設定
(「照査設定」-「道示照査設定」)
H14/H24道路橋示方書V耐震設計編に規定される橋の重要度や免震橋の有無を設定します。

4－2　着目点
（「照査設定」-「着目点」)
照査する断面や方向、それぞれの荷重ケースにおける断面力を定義する着目点を追加、削除、編集します。

ここで入力された情報は、許容塑性率、許容曲率を算出すると
きの安全係数に使用されます。

表示オプション
Mzp&Syp/Myp&Szp/二軸
表示する断面力を選択します。"二軸"を選択するとMzp、Myp、
Syp、Szp、T全ての値が表示されます。
<二軸>

曲率を表示
曲率の表示/非表示を切替えます。
<チェックをする>

着目点のリスト
データ中の着目点が列挙されます。必要に応じて、追加、削
除、編集を行います。

名称：着目点の名称を入力します。
断面：着目点に割当てる断面を選択します。
名称 断面
CP1 Rec32-X
CP2 Rec32-Z
CP3 Rec51-X
CP4 Crcl
CP5 Steel
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名称  断面  名称 タイプ  N'  Syp  Szp  T  Myp  Mzp  Φyp  Φzp
CP1 Rec32-X 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 L1 基本 0 2000 0 0 0 12340 0 0
　 　 L2 基本 10000 6000 0 0 0 35000 0 0.0187
　 　 L3 基本 123 1234 0 0 0 1234 0 0
CP2 Rec32-Z 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 L1 基本 0 0 1500 0 12340 0 0 0
　 　 L2 基本 25000 0 9000 0 87000 0 0.0098 0
　 　 L3 基本 0 0 0 0 0 0 0 0
CP3 Rec51-X 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 L1 基本 0 2000 0 0 0 12340 0 0
　 　 L2 基本 30000 9300 0 0 0 160000 0 0.0191
　 　 L3 基本 0 0 0 0 0 0 0 0
CP4 Crcl 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 L1 基本 0 2000 0 0 0 10000 0 0
　 　 L2 基本 10000 7000 0 0 0 40000 0 0.00629
　 　 L3 基本 0 0 0 0 0 0 0 0
CP5 Steel 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 L1 基本 0 2000 0 0 0 50000 0 0
　 　 L2 基本 20962.5 6000 0 0 0 87000 0 0.015
　 　 L3 基本 0 0 0 0 0 0 0 0

断面力等の入力
着目点名称の左にある＋を押すか、 を押し、着目点を展開
し、荷重ケース毎に断面力等を入力します。
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4－3　断面照査用詳細入力
（「照査設定」-「断面照査用詳細入力」)
断面照査用詳細入力リスト一覧です。

4－4　断面照査用詳細入力プロパティ
断面照査に必要な入力を行います。断面照査に必要な入力を行います。
断面照査用詳細入力でダブルクリックします。

<名称：CC1>

をクリック、照査用詳細入力データを追加します。

名称：照査用詳細入力の名称を入力します。

断面： を押して、照査する断面を選択します。

示方書条項： を押して、照査する示方書条項を選択しま
す。

備考：照査の概要が表示されます。

名称 断面 示方書条項
CC1 Rec32-X 道示-IV H24 [5.1.1]
CC2 Rec32-Z 道示-IV H24 [5.1.1]
CC3 Rec51-X 道示-IV H24 [5.1.1]
CC4 Crcl 道示-IV H24 [5.1.1]
CC5 Steel 道示-IV H24 [5.1.1]
CC6 Rec32-X 道示-IV H24 [5.1.3]
CC7 Rec32-Z 道示-IV H24 [5.1.3]
CC8 Rec51-X 道示-IV H24 [5.1.3]
CC9 Crcl 道示-IV H24 [5.1.3]
CC10 Rec32-X 道示-V H24 [Mu,Ma]
CC11 Rec32-Z 道示-V H24 [Mu,Ma]
CC12 Rec51-X 道示-V H24 [Mu,Ma]
CC13 Crcl 道示-V H24 [Mu,Ma]
CC14 Steel 道示-V H24 [Mu,Ma]
CC17 Rec32-X 道示-V H24 [10.5]
CC18 Rec32-Z 道示-V H24 [10.5]
CC19 Rec51-X 道示-V H24 [10.5]
CC20 Crcl 道示-V H24 [10.5]

※作成された断面作成された断面をクリックして右クリック
し、「照査用詳細入力生成」することも可能です。
(Q1-1参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/ESSection.htm#q1-1

部材断面の応力度を算出するための入力データを設定します。
【断面】
部材の種類：鉄筋の許容引張応力度を決定するための条件で
す。部材がどの種類かを指定します。
<水中または地下水位以下>
詳細
ヤング係数比オプション：曲げ応力度の計算を行う際の鉄筋と
コンクリートのヤング係数比を設定します。
[実ヤング係数比]材料詳細で定義されているヤング係数より比
を算出して計算します。
[任意設定]値を入力します。
一般に、RC部材の応力度計算ではn=15を入力します。
鉄筋以外の材料のヤング係数は、ここのヤング係数比を元に
算出されます。
単鉄筋か複鉄筋の設定：新規にモデルを作成したときは、「単
鉄筋断面」がデフォルトになります。 
[複鉄筋断面]圧縮側の鉄筋応力をそれなりに考慮します。
[単鉄筋断面]圧縮側の鉄筋応力をゼロとします。

【断面要素】
断面要素に割り当てられた材料の許容値を設定します。
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<名称：CC2>　<名称：CC3>　<名称：CC4>

<名称：CC5>

<名称：CC6>

【断面】
部材の種類：鉄筋の許容引張応力度を決定するための条件で
す。部材がどの種類かを指定します。
<水中または地下水位以下>

照査する方向<yp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
yp方向　<e：700>
部材の種類<水中または地下水位以下>
斜引張鉄筋　材質<SD345>
斜引張鉄筋　実配置面積<1146>
斜引張鉄筋　間隔s<150>
斜引張鉄筋　部材軸からの角度<90>

変更なし

簡易照査
断面力を入力してその場で断面照査を行うことができる機能
です。
ひずみ平面と応力分布、M-N相互作用図が表示されます。
示方書の種類や照査項目によっては、それらが表示されないも
のもあります。照査結果の判定（OK/NG）や安全率の表示、そ
して詳細レポート出力ボタンは全ての示方書に対して表示され
ます。
M-N相互作用図では、2次元グラフのレポート出力に対応して
います。
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<名称：CC7>

<名称：CC8>

<名称：CC9>

照査項目<両方チェックをする>
照査する方向<zp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
zp方向　<e：1700>
部材の種類<水中または地下水位以下>

斜引張鉄筋　材質<SD345>
斜引張鉄筋　実配置面積<1146>
斜引張鉄筋　間隔s<150>
斜引張鉄筋　部材軸からの角度<90>

照査する方向<yp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
yp方向　<b：4500　e：840>
部材の種類<水中または地下水位以下>

斜引張鉄筋　材質<SD345>
斜引張鉄筋　実配置面積<2569.9>
斜引張鉄筋　間隔s<250>
斜引張鉄筋　部材軸からの角度<90>

照査する方向<yp方向のみ>
計算の種類<円>
部材の種類<水中または地下水位以下>

斜引張鉄筋　材質<SD345>
斜引張鉄筋　実配置面積<1146>
斜引張鉄筋　間隔s<150>
斜引張鉄筋　部材軸からの角度<90>
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<名称：CC10>

<名称：CC11>

照査項目<Mumin<M<Mumax>

Mu,My0オプション
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.15、yp軸回り：0.15>

道示V　H24オプション
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D32>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D32>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<12>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134>
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<875>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェック外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D19：286.5>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：875、yp軸回り：875>

照査項目<Mumin<M<Mumax>

Mu,My0オプション
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.15、yp軸回り：0.15>

道示V　H24オプション
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D29>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D29>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<11>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<135.5>
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<750>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>
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<名称：CC12>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェックを外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D19：286.5>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：750、yp軸回り：750>

照査項目<Mumin<M<Mumax>

Mu,My0オプション
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.16、yp軸回り：0.16>

道示V　H24オプション
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D51>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D51>
軸鉄筋の降伏点<490>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<14>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134.5>
横拘束筋の間隔<250>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<900>
横拘束筋の直径<D29>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<390>
任意設定<チェックを外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D29：642.4>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：250、yp軸回り：250>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：900、yp軸回り：900>
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<名称：CC13>

<名称：CC14>

照査項目<Mumin<M<Mumax>

Mu,My0オプション
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.15、yp軸回り：0.15>

道示V　H24オプション
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D32>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D32>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<28>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134>
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<2160>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

断面要素「E1」に対する設定を行います。

左リスト「E1」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェックを外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<573.0>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：2700、yp軸回り：2700>
割増係数タイプ<円形>

構造断面<鋼製橋脚>
照査項目<Mamin<M<Mamax>

道示V　H24オプション
補剛板の全幅<zp2.15　yp2.2>
有効座屈長<22>

zp yp全てのタブ
ヤング係数<200000>
降伏点<355> 
ポアソン比<0.3>
板厚<25>
パネル数<5>
横方向補剛材間隔<1500>
縦方向補剛材1個の断面積<3800>
縦方向補剛材1個の断面二次モーメント<50666666.7>

プレビューパラメータ
N'<20963.2>
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<名称：CC17>

<名称：CC18>

断面要素「Element 1」「Element 2」に対する設定を行いま
す。

左リスト「Element 1」「Element 2」を選択します。

曲線パラメータ
<εαを定義にチェックをする>

照査する方向<yp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
yp方向　<e：700>

詳細
斜引張鉄筋：σsy<345>
斜引張鉄筋：実配置面積<1146>
斜引張鉄筋：間隔<150>

照査する方向<zp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
zp方向　<e：1700>

詳細
斜引張鉄筋：σsy<345>
斜引張鉄筋：実配置面積<1146>
斜引張鉄筋：間隔<150>
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<名称：CC19>

<名称：CC20>

4－5　断面照査用詳細入力リスト
（「照査設定」-「断面照査用詳細入力リスト」)
入力データ中の同じ示方書条項を選択している断面照査用詳細入力の値を断面要素毎に一覧で表示します。

照査する方向<yp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
yp方向　<b：4500　e：840>

詳細
斜引張鉄筋：σsy<345>
斜引張鉄筋：実配置面積<2569.6>
斜引張鉄筋：間隔<250>

照査する方向<yp方向のみ>
計算の種類<円>

詳細
斜引張鉄筋：σsy<345>
斜引張鉄筋：実配置面積<1146>
斜引張鉄筋：間隔<150>

条項ボタンを押下して、入力値を比較したい示方書条項を選
択、断面要素毎の入力値を確認、入力、変更できます。
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4－6　断面照査用荷重定義
（「照査設定」-「断面照査用荷重定義」)
基本荷重ケースに設定するパラメータを入力します。M-Φ特性と連動して作成する時に、必要なデータです。
この場合、タイプI またはタイプII のどちらかを指定していることが重要になります。

<照査用荷重定義：LC1>

を押して、新規追加します。

荷重ケース：基本荷重ケース、組合せ荷重ケースが表示されま
す。

照査：照査する荷重ケースに対してチェックを入れてください。
<L1のみチェック>

レベル２の種類：レベル２地震動には、タイプI（プレート境界
型の地震） とタイプII（内陸直下型地震） があります。

最小鉄筋用軸力：道路橋示方書IV下部構造編に基づく最小鉄
筋量の照査（Ast ≧ 0.008Ac）を行うために必要な設定です。
「Na」常時、暴風時及びレベル1地震時に対する照査時の軸方
向圧縮力
「Nu」レベル2 地震時に対する照査時の軸方向圧縮力

σsaの状態：曲げ応力度の照査を行うときに必要なデータで
す。
「一般荷重」地震・衝突の影響を含まない場合の一般荷重
「地震・衝突」地震・衝突の影響を含む場合の基本値
「主荷重」活荷重および衝撃以外の主荷重（上部構造、下部構
造はり部材）

許容割増：曲げ応力度の照査を行うときに必要なデータです。
許容応力度に乗じる割増係数です。

せん断用荷重タイプ：断面照査用荷重定義が示方書条項「道
示IV」「道示V」とした断面照査で指定されている場合に設定
が可能になります。
「一方向載荷」Cdcを考慮します。
「交番繰返し載荷」Cdcを無視します。つまり、Cdc=1.0となり
ます。Cdsはこの設定に影響しません。
<L2のみ交番繰返し載荷>

名称を変更します。<LC1>
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<照査用荷重定義：LC2>

4－7　断面照査
（「照査設定」-「断面照査」)
断面照査は、照査のリストと選択された照査の着目点の情報を確認する部分から構成されます。

を押して、追加します。

を押します。

照査<L2のみチェック>

名称を変更します。<LC2>

をクリック、断面照査を追加します。

着目点：着目点を選択します。

示方書条項：示方書条項選択の画面から照査する示方書条項
を選択します。

照査用詳細入力：断面照査用詳細入力リストに登録された、示
方書条項が同じ照査用詳細データが表示されます。

断面照査用荷重定義：断面照査用荷重定義を選択します。

備考：照査内容が表示されます。

着目点の情報の確認：照査リストで選択している照査の着目点
の情報が表示されます。

名称 着目点 示方書条項 照査用
詳細入力

断面照査用
荷重定義

L1M矩32軸 CP1 道示-IV H24 [5.1.1] CC1 LC1
L1M矩32直 CP2 道示-IV H24 [5.1.1] CC2 LC1
L1M矩51軸 CP3 道示-IV H24 [5.1.1] CC3 LC1
L1M円1 CP4 道示-IV H24 [5.1.1] CC4 LC1
L1M鋼1 CP5 道示-IV H24 [5.1.1] CC5 LC1
L1S矩32軸 CP1 道示-IV H24 [5.1.3] CC6 LC1
L1S矩32直 CP2 道示-IV H24 [5.1.3] CC7 LC1
L1S矩51軸 CP3 道示-IV H24 [5.1.3] CC8 LC1
L1S円1 CP4 道示-IV H24 [5.1.3] CC9 LC1
L2M矩32軸 CP1 道示-V H24 [Mu,Ma] CC10 LC2
L2M矩32直 CP2 道示-V H24 [Mu,Ma] CC11 LC2
L2M矩51軸 CP3 道示-V H24 [Mu,Ma] CC12 LC2
L2M円1 CP4 道示-V H24 [Mu,Ma] CC13 LC2
L2M鋼1 CP5 道示-V H24 [Mu,Ma] CC14 LC2
L2S矩32軸 CP1 道示-V H24 [10.5] CC17 LC2
L2S矩32直 CP2 道示-V H24 [10.5] CC18 LC2
L2S矩51軸 CP3 道示-V H24 [10.5] CC19 LC2
L2S円1 CP4 道示-V H24 [10.5] CC20 LC2

51



5　部分係数設計
「部分係数設計法」と「限界状態設計法」に準拠した照査機能です。
「平成29年11月 道路橋示方書III コンクリート橋・コンクリート部材編」
「平成29年11月 道路橋示方書IV 下部構造編」「平成29年11月 道路橋示方書V 耐震設計編」に準拠しています。

5－1　PFD係数
（「部分係数設計」-「PFD係数」)
部分係数の値を確認・変更できます。デフォルト値は道路橋示方書に示される値となっています。

5－2　着目点
（「部分係数設計」-「着目点」)
照査する断面や方向、それぞれの荷重ケースにおける断面力を定義する着目点を追加、削除、編集します。

5－3　PFD照査用詳細入力
（「部分係数設計」-「PFD照査用詳細入力」)
部分係数設計の照査用詳細入力リスト一覧です。

をクリック、PFD照査用詳細入力を追加します。

名称：PFD照査用詳細入力の名称を入力します。

断面： を押して、照査する断面を選択します。

基準： を押して、「道示-III H29、道示-IV H29、道示-V 
H29」の中から選択します。

名称 断面 基準
PFD1 Rec32-X 道示-V H29
PFD2 Rec32-Z 道示-V H29
PFD3 Rec51-X 道示-V H29
PFD4 Crcl 道示-V H29
PFD5 Steel 道示-V H29
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5－4　PFD照査用詳細入力プロパティ
PFD照査に必要な入力を行います。
PFD照査用詳細入力でダブルクリックします。

<名称：PFD1>
照査設定タブ
M-Φ特性への影響<チェックをする>
せん断<チェックをする>
曲げ<Mumin<M<Mumax>

bdタブ
せん断特性<対称>
<断面から計算ボタンを押す>
zp方向　e：1700
yp方向　e：700

Mu,My0オプションタブ
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離<zp軸回り:0.15、yp軸回り:0.15>
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<名称：PFD1>

RC　εstタブ
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D32>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D32>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<12>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134>
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<875>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

せん断タブ
照査する方向<yp方向のみ>

詳細
せん断補強筋：σsy<345>
せん断補強筋：実配置面積<1146>
せん断補強筋：間隔<150>
補正係数Cpt<チェックを外す>
補正係数Ce<チェックを外す>
Mzp(yp)用のSd Mo/Mdを無視する<チェックを外す>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェックを外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D19：286.5>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：875、yp軸回り：875>
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<名称：PFD2> 照査設定タブ
M-Φ特性への影響<チェックをする>
せん断<チェックをする>
曲げ<Mumin<M<Mumax>

bdタブ
せん断特性<対称>
<断面から計算ボタンを押す>
zp方向　e：1700

Mu,My0オプションタブ
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.15、yp軸回り：0.15>

RC　εstタブ
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D29>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D29>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<11>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<135.5>
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<750>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

せん断タブ
照査する方向<ｚp方向のみ>

詳細
せん断補強筋：σsy<345>
せん断補強筋：実配置面積<1146>
せん断補強筋：間隔<150>
補正係数Cpt<チェックを外す>
補正係数Ce<チェックを外す>
Mzp(yp)用のSd Mo/Mdを無視する<チェックを外す>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェック外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D19：286.5>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：750、yp軸回り：750>
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<名称：PFD3> 照査設定タブ
M-Φ特性への影響<チェックをする>
せん断<チェックをする>
曲げ<Mumin<M<Mumax>

bdタブ
せん断特性<対称>
<断面から計算ボタンを押す>
ｙp方向　e：840

Mu,My0オプションタブ
終局ひずみ発生位置<チェックする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.16、yp軸回り：0.16>

RC　εstタブ
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D51>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D51>
軸鉄筋の降伏点<490>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<14>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134.5>
横拘束筋の間隔<250>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<900>
横拘束筋の直径<D29>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

せん断タブ
照査する方向<yp方向のみ>

詳細
せん断補強筋：σsy<345>
せん断補強筋：実配置面積<2569.6>
せん断補強筋：間隔<250>
補正係数Cpt<チェック外す>
補正係数Ce<チェック外す>
Mzp(yp)用のSd Mo/Mdを無視する<チェック外す>

断面要素「Conc」に対する設定を行います。

左リスト「Conc」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<390>
任意設定<チェック外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<D29：642.4>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：250、yp軸回り：250>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：900、yp軸回り：900>
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<名称：PFD4>

照査設定タブ
M-Φ特性への影響<チェックをする>
せん断<チェックをする>
曲げ<Mumin<M<Mumax>

bdタブ
計算の種類<円>

Mu,My0オプションタブ
終局ひずみ発生位置<チェックをする>
圧縮縁からの距離< zp軸回り：0.15、yp軸回り：0.15>

RC　εstタブ
zp軸回り/yp軸回り両タブ
εst算定用の軸鉄筋の直径<D32>
塑性ヒンジ長算定用の軸鉄筋の直径<D32>
軸鉄筋の降伏点<345>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の本数<28>
ｄʼが大きい領域内の圧縮側軸鉄筋の純かぶり<134
横拘束筋の間隔<150>
塑性ヒンジ長算定用の横拘束筋の有効長<2160>
横拘束筋の直径<D19>
Lpの上限値0.15hを適用する場合のh<チェック　10000>

せん断タブ
照査する方向<ｙｐ方向のみ>

詳細　yp用
せん断補強筋：σsy<345>
せん断補強筋：実配置面積<1146>
せん断補強筋：間隔<150>
補正係数Cpt<チェック外す>
補正係数Ce<チェック外す>
Mzp(yp)用のSd Mo/Mdを無視する<チェックを外す>

断面要素「E1」に対する設定を行います。

左リスト「E1」を選択します。

曲線パラメータ
横拘束鉄筋の降伏点<345>
任意設定<チェック外す>
横拘束鉄筋1本の断面積<573>
横拘束鉄筋の間隔<zp軸回り：150、yp軸回り：150>
横拘束効果の有効長< zp軸回り：2700、yp軸回り：2700>
割増係数タイプ<円形>

57



<名称：PFD5>

5－5　PFD照査用詳細入力リスト
（「部分係数設計」-「PFD照査用詳細入力リスト」)
入力データ中の同じ示方書条項を選択している断面照査用詳細入力の値を断面要素毎に一覧で表示します。

照査設定タブ
断面構造<鋼製橋脚>
M-Φ特性への影響<チェックをする>
曲げ<Mamin<M<Mamax>

Mu,My0オプションタブ
初期値

鋼製橋脚タブ
鋼製板の全幅　zp2.15　yp2.2
有効座屈長　zp22　yp22

zp/yp全てのタブ　
ヤング係数<200000>
降伏点<355>
ポアソン比<0.3>
板厚<25>
パネル数<5>
横報告補鋼材間隔<1500>
縦方向補鋼材1個の断面積<3800>
縦方向補鋼材1個の断面二次モーメント<50666666.7>

プレビューパラメータ
N'<20963.2>

条項ボタンを押下して、入力値を比較したい示方書条項を選
択、断面要素毎の入力値を確認、入力、変更できます。

断面要素「Element 1」「Element 2」に対する設定を行いま
す。

左リスト「Element 1」「Element 2」を選択します。

曲線パラメータ
<εαを定義にチェックをする>
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5－6　PFD照査用荷重定義
（「部分係数設計」-「PFD照査用荷重定義」)
基本荷重ケースに設定するパラメータを入力します。PFD照査を行うときに必要なデータです。

5－7　PFD照査
（「部分係数設計」-「PFD照査」)
PFD照査は、照査のリストと選択された照査の着目点の情報を確認する部分から構成されます。

を押して、新規追加します。

荷重ケース：基本荷重ケース、組合せ荷重ケースが表示されま
す。

照査：照査する荷重ケースに対してチェックを入れてください。
<L2のみチェック>

作用の種類：解析係数、構造係数、抵抗係数、永続作用か変動
作用かを自動識別するために必要な設定です。
<L2　レベル2-タイプI(偶発)>

名称を変更します。<PFDLC>

をクリック、PFD照査を追加します。

着目点：着目点を選択します。

基準：▼を押して、リストから選択します。

PFD照査用詳細入力：PFD照査用詳細入力リストに登録され
たものが表示されます。

PFD照査用荷重定義：PFD照査用荷重定義を選択します。

着目点の情報の確認：照査リストで選択している照査の着目点
の情報が表示されます。

名称 着目点 基準 PFD
照査用
詳細入力

PFD照査用
荷重定義

PFD矩32軸 CP1 道示-V H29 PFD1 PFDLC
PFD矩32直 CP2 道示-V H29 PFD2 PFDLC
PFD矩51軸 CP3 道示-V H29 PFD3 PFDLC
PFD円1 CP4 道示-V H29 PFD4 PFDLC
PFD鋼1 CP5 道示-V H29 PFD5 PFDLC
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6　限界状態照査
6－1　着目点
（「限界状態照査」-「着目点」)
照査する断面や方向、それぞれの荷重ケースにおける断面力を定義する着目点を追加、削除、編集します。

6－2　限界状態　照査用詳細入力
（「限界状態照査」-「限界状態　照査用詳細入力」)
限界状態照査用詳細入力リスト一覧です。

をクリック、リストを追加します。

名称<LSD1>

断面： を押して、照査する断面を選択します。
<Rec32-X>

基準： を押して、基準を選択します。
<2012コン示>

変更なし
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6－3　限界状態　照査用詳細入力プロパティ
限界状態設計による断面照査に必要な入力を行います。
限界状態　照査用詳細入力でダブルクリックします。

示方書条項タブ
照査を行う項目にチェックを入れます。
耐久性<上2つチェックをする>
安全性-断面破壊<上2つチェックをする>
安全性-疲労破壊<全てチェックをする>
使用性<上3つチェックをする>

安全係数タブ
材料係数、構造物係数、部材係数の入力を行います。
デフォルトの数値が入力されていますが、各数値が適切かどう
かを確認してください。

安全性タブ
せん断タブ
照査項目<両方チェックをする>
照査する方向<yp方向のみ>
せん断特性<対称>
<デフォルトボタンを押す>
yp方向　<b：4000　e：700>
fwydに上限を設ける<チェックをする>
Vcd:計算方法<βn有り>
せん断スパンa<10>
帯鉄筋タブ<断面積1146　間隔150　引張強度517　降伏強度
345>
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使用性タブ
曲げ、軸力タブ
照査項目<全てチェックをする>
詳細
要素2<計算にチェックをする　K1：1　段数：1　C：150　Cs：
125　ε'csd：100　応力制限：100>

せん断タブ
照査項目<両方チェックをする>

耐久性タブ
曲げ、軸力タブ
照査項目<全てチェックをする>

せん断タブ
照査項目<チェックをする>

疲労破壊タブ
曲げ、軸力タブ
詳細　
鉄筋の直径<32>
fsrd式に乗じる低減係数<100>
交番荷重を受ける場合である<チェックをする>

せん断タブ
照査項目<両方チェックをする>
詳細　疲労寿命<2000000>
fsrd式に乗じる低減係数<100>

帯鉄筋タブ
直径<19>

62

第２章　操作ガイダンス



6－4　限界状態　照査用詳細入力リスト
（「限界状態照査」-「限界状態　照査用詳細入力リスト」)
入力データ中の同じ示方書条項を選択している断面照査用詳細入力の値を断面要素毎に一覧で表示します。

6－5　限界状態　照査用荷重定義
（「限界状態照査」-「限界状態　照査用荷重定義」)
限界状態照査の対象となる荷重ケースを設定します。

6－6　限界状態　照査
（「限界状態照査」-「限界状態　照査」)
限界状態照査は、照査のリストと選択された照査の着目点の情報を確認する部分から構成されます。

を押して、新規追加します。

限界状態照査の対象となる荷係数k1、k2を入力します。 
終局限界、使用限界、疲労限界の荷重ケースを設定します。

終局限界　照査<L2のみチェック>

使用限界　 をクリック、インデックスを追加します。
<永久荷重ケース：L1　変動荷重ケース：L3>

疲労限界　 をクリック、インデックスを追加します。
<永久荷重ケース：L1　変動荷重ケース：L3>

名称を変更します。<LSDLC>

をクリック、限界状態照査を追加します。

名称：限界状態設計リストの名称を入力します。<LSD1>

着目点：着目点を選択します。<CP1>

基準：▼を押して、リストから選択します。<2012コン示>

限界状態 照査用詳細入力：限界状態 照査用詳細入力リストに
登録されたものが表示されます。<LSD1>

限界状態 照査用荷重定義：限界状態 照査用荷重定義を選択
します。<LSDLC>

着目点の情報の確認：照査リストで選択している照査の着目点
の情報が表示されます。
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7　M-Φ特性
7－1　M-Φ特性　サムネイル
（「M-Φ特性」-「M-Φ特性　サムネイル」)

<M-Φ特性：H24Mphi1>

をクリック、M-Φエディタが起動します。

M-Φエディタ
照査用詳細<CC10>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H24Mphi1>
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<M-Φ特性：H24Mphi2>

<M-Φ特性：H24Mphi3>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<CC11>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H24Mphi2>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<CC12>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H24Mphi3>

65



<M-Φ特性：H24Mphi4>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<CC13>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H24Mphi4>
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<M-Φ特性：H24Mphi5>

<M-Φ特性：H29Mphi1>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<CC14>

zpタブ
カテゴリ<バイリニア(対称)>
詳細<正負方向>
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
カテゴリ<バイリニア(対称)>
詳細<正負方向>
断面から生成<チェックをする>
照査用詳細<CC14>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H24Mphi5>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<PFD1>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H29Mphi1>
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<M-Φ特性：H29Mphi2>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<PFD2>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H29Mphi2>
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<M-Φ特性：H29Mphi3>

<M-Φ特性：H29Mphi4>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<PFD3>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H29Mphi3>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<PFD4>

zpタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H29Mphi4>
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<M-Φ特性：H29Mphi5>

をクリック、M-Φ特性を追加します。

M-Φエディタ
照査用詳細<PFD5>

zpタブ
カテゴリ<バイリニア(対称)>
詳細<正負方向>
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

ypタブ
カテゴリ<バイリニア(対称)>
詳細<正負方向>
断面から生成<チェックをする>
降伏点の処理<My=My0>

名称を変更します。<H29Mphi5>
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7－2　M-Φ特性表
（「M-Φ特性」-「M-Φ特性表」)
Ｍ－φ特性の基本的な入力を表形式で行うことができます。

7－3　曲率照査
（「M-Φ特性」-「曲率照査」)

【曲率照査】

曲率照査に関する設定を行います。このエディタは、TypeI及びTypeIIを決定するための照査用荷重定義を選択する部分、照
査リスト、着目点の情報を確認/入力する部分から構成されます。

名称 着目点 曲率照査用荷重 M-φ特性 軸力N'設定 - 入力方法 安全係数 - 安全係数

PFD矩32軸 CP1 <新規に作成する> H24Mphi1 M-φ特性より設定 M-φより設定
PFD矩32直 CP2 曲率照査用荷重1 H24Mphi2 M-φ特性より設定 M-φより設定
PFD矩51軸 CP3 曲率照査用荷重1 H24Mphi3 M-φ特性より設定 M-φより設定
PFD円1 CP4 曲率照査用荷重1 H24Mphi4 M-φ特性より設定 M-φより設定
PFD鋼1 CP5 曲率照査用荷重1 H24Mphi5 M-φ特性より設定 M-φより設定

【曲率照査用荷重定義】

曲率の照査をどの荷重ケースに対して行うかの設定と照査の種類（φa、φy、φc）を指定します。

TypeI及びTypeIIを決定するための照査用荷重定義
<LC2>

をクリック、行を追加します。

曲率照査用荷重は、照査用荷重にて名称変更後、リネームされ
ます。

φ<φa：φ<φaという照査をするので、OK/NGの判定を行いま
す。

φ/φc、φ/φy、φ/φa：照査ではなく、比率を表示する設定で
す。たとえば、曲率の照査は許容曲率φaで行い、応答塑性率
φ/φyも結果として表示したい場合に利用できます。

名称L1<全てのチェックを外す>
名称L2<全てにチェックをする>
名称L3<φ<φaのみチェックをする>

照査用荷重定義の名称変更をする
<PhiLC>
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7－4　PFD照査
（「M-Φ特性」-「PFD照査」)

【PFD　曲率照査】

PFD曲率照査に関する設定を行います。このエディタは、照査リストと着目点の情報を確認する部分から構成されます。

名称  着目点  PFD 曲率照査用荷重定義  M－φ特性  入力方法
PFD矩32軸 CP1 <新規に作成する> H29Mphi1 M-φ特性より設定
PFD矩32直 CP2 PFD 曲率照査用荷重定義1 H29Mphi2 M-φ特性より設定
PFD矩51軸 CP3 PFD 曲率照査用荷重定義1 H29Mphi3 M-φ特性より設定
PFD円1 CP4 PFD 曲率照査用荷重定義1 H29Mphi4 M-φ特性より設定
PFD鋼1 CP5 PFD 曲率照査用荷重定義1 H29Mphi5 M-φ特性より設定

【PFD　曲率照査用荷重定義】

曲率の照査をどの荷重ケースに対して行うかの設定と照査の種類（φlimit、φy、φc）を指定します。

8　計算実行
照査を実行します。

をクリック、行を追加します。

PFD曲率照査用荷重は、PFD曲率照査用荷重にて名称変更
後、リネームされます。

φ<φmax：φ<φmaxという照査をするので、OK/NGの判定を
行います。

φ/φc、φ/φy、φ/φlimit：照査ではなく、比率を表示する設定
です。たとえば、曲率の照査は許容曲率φlimitで行い、応答塑
性率φ/φyも結果として表示したい場合に利用できます。

名称L1~L3<φ<φmaxチェックをする>

照査用荷重定義の名称変更をする
<PFDPhiLC>

照査をクリックします。
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9　結果確認
9－1　総括表
総括表では、各照査の全ての結果が比率で表示されます。

9－2　道示断面力

｢レポートリストに追加」ボタンを押して、レポートリストに追加
します。
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9－3　断面照査
断面照査の結果を確認します。ナビゲーションで、示方書条項を選択します。フィルタリング、フィルタ対象、項目を指定しま
す。

9－4　限界断面力

9－5　限界照査
限界状態照査の結果を確認します。ナビゲーションで、示方書条項を選択します。フィルタリング、フィルタ対象、項目を指定
します。

｢レポートリストに追加」ボタンを押して、レポートリストに追加
します。

｢レポートリストに追加」ボタンを押して、レポートリストに追加
します。
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9－6　曲率照査
曲率照査の結果を確認します。ナビゲーションで、フィルタリング、照査の種類、フィルタ対象、項目を指定します。

10　レポート出力
10－1　入力データ
入力データのレポート出力設定を行います。

10－2　標準出力
計算式ありの詳細な内容が出力されます。枚数は多くなる傾向があります。

｢レポートリストに追加」ボタンを押して、レポートリストに追加
します。

「入力データを出力する」にチェックをすると、入力データが
出力されます。チェックを外すと出力されません。

「一般事項」「材料」「断面」「荷重ケース」「着目点」「照査
設定」「部分係数設計」「限界状態設計法」「M-Φ特性」「曲
率照査」「PFD曲率照査」：チェックを入れた項目だけ出力さ
れます。

各項目の詳細な設定が可能です。
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10－3　任意設定
総括表や断面照査で「レポートリストに追加」ボタンを押して作成されたリストです。左側の項目をクリックすると中央に追
加されたリストが表示されます。

10－4　プレビュー
「プレビュー」を押すと印刷プレビュー画面が表示されます。
F8 出力編集ツールを使用して、出力されたデータをプレビュー、印刷、他のファイル形式への保存を行うことができます。

「1章入力データ」：入力データ
「2章ユーザー定義レポート」：任意指定
「3章標準出力レポート」：標準出力
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見出しの編集
ツリー表示の左にある編集ボタンをクリックします。

ファイル－スタイル設定
表紙、目次の追加、ページ情報の設定、文書全体の体裁を設定
します。

ソースの編集
ソースを編集することができます。
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11　ファイルを保存する

ファイル－ファイル出力
テキスト形式（TXT)、HTML形式（HTM,HTML)、PPF形式
PPF)、WORD形式（DOC)、PDF形式（PDF)、一太郎形式
JTD、JTDC)に保存できます。

*ＷＯＲＤ形式（DOC)に出力する際にはMicrosoft(R) Word97
以降がインストールされている必要があります。
※推奨はMicrosoft(R) Word2000以降
※Microsoft(R) Word97では、出力時にエラーとなる可能性が
あります。
*ＰＤＦ形式（PDF）の出力は有償版で利用できます。
*一太郎形式（JTD、JTDC)の出力は有償版で利用できます。
*一太郎形式（JTD、JTDC)に出力する際には一太郎１１以降が
インストールされている必要があります。
※推奨は一太郎１３以降

掲載されている各社名および各社製品名は、一般に各社の商
標または登録商標です。

ファイル－印刷
現在表示している文書を印刷します。

ファイルより「名前を付けて保存」を選択します。

任意のフォルダを指定して保存します。既存データを「上書き
保存」にて書きかえることも可能です。
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第3章　Q&A

Q

A

 入力からレポート出力までの操作手順は？ 

 下記リンクよりpdfファイルをダウンロードして御覧ください。
http://www.forum8.co.jp/faq/win/image/essection-howto.pdf 『入力操作とレポート出力例』（pdfファイル） 

Q1-1

A1-1

断面を作成した後に照査に関する設定とＭ－φ特性を簡単に作成するには？

1．作成された断面をクリックして右クリックメニューを出します。
2．「照査用詳細入力生成」ボタンを押します。

3．断面が選択されていることを確認します。
4．「条項選択」ボタンを押します。
5．示方書条項を選びます。

7．「照査用詳細入力生成」ボタンを押します。
8．生成された行の中から「終局強度法の曲げ」の行をダブルクリックします。
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9．断面全体に関する設定を行うために断面の行をクリックします。
10．照査に必要な入力を行います。

11．断面要素に関する設定を行うためにコンクリートの行をクリックします。
12．断面要素に必要な入力を行います。

13．断面要素に関する設定を行うために鉄筋の行をクリックします（ここでは入力がありません）。
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14．「終局強度法の曲げ」の行をクリックします。
15．「Ｍ－φ特性生成」ボタンを押します。
16．作成されたＭ－φ特性の行をダブルクリックします。

17．Ｍ－φ特性が完成します。
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Q1-2

A1-2

2軸曲げの時の許容値を採用するかしないかの判定について、下記(1)または(2)に該当する場合に一軸曲げと判定するとあ
るが、この根拠は？
(1)中立軸の傾きと主軸zp軸の傾きが３度未満のとき
(2) Iy = IzかつIyz = 0 のとき
一軸曲げと判定するとあるが、この根拠は？

（1）について
特に基準類に沿った値ではありません。厳密には中立軸の傾きと主軸zp軸の傾きが０度を少しでも超えると一軸曲げで
はないことになりますが、実際の設計上では不都合な場合（多少の傾きでも一軸曲げと考えたい場合など）が生じると考
えて３度までに緩和しています（３度についても特に根拠はありません）。

（2）について
任意の図形に関して、
　断面zp軸回りの断面二次モーメントIzp
と
　断面yp軸回りの断面二次モーメントIyp
とが同じで、かつ、
　断面相乗モーメントIypzp（主軸が傾きがゼロ）
のときは、
　zp軸方向の曲げ変形
　yp軸方向の曲げ変形
　45度方向の曲げ変形
　30度方向の曲げ変形
　任意角度方向の曲げ変形
　：　　　　　：
はいずれも同じになります。このため、このような断面形状に対しては、一軸曲げと判断し、二軸曲げよりは厳しい許容値
（道示で規定されている）を適用しています。

Q1-3

A1-3

複雑な形状の鋼とコンクリートの複合断面の計算は可能か？

アウトラインにてコンクリートやH鋼などの任意の形を作成し、断面サムネイルにてそれらを組み合わせることで複雑な
形の断面を作成することはできます。
それに対して計算可能な項目が、製品ヘルプ
　「Engineer's Studio Section Help｜設計照査の概要」
に記載されています。

鋼とコンクリートの複合断面に関する専門的な照査機能や、道路橋示方書II鋼橋編に準じた鋼断面の照査機能はありま
せん。

Q1-4

A1-4

「UC-win/Section」で作成したrc2ファイルを「Engineer's Studio Section」で読み込むことはできるか？

「Engineerʼs Studio Section」では「UC-win/Section」で作成、保存したrc2ファイルを読み込むことができます。ファイル
読み込み時に『UC-win/Section rc2ファイル(*.rc2)』を選択してください。
「UC-win/Section」で「Engineerʼs Studio Section」のデータファイルを読み込むことはできません。
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Q1-5

A1-5

許容応力度を入力する場所は？

許容応力度はナビゲーション「照査設定｜断面照査用詳細入力」で入力します。
下図の黄色部分をクリックして赤枠ボタンを押して設定画面を呼び出し、コンクリートや鉄筋の行をクリックすると許容
応力度の設定が可能になります。変更する場合は任意設定にチェックを入れて変更します。
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Q1-6

A1-6

Engineer's Studio Section の利点や用途は？

Engineer's Studio Section は断面照査を行う製品です。
以下、Engineer's Studio を ES と略します。Engineer's Studio Section を ESSectionと略します。
(1)　ESSection の利点
　ESでは、断面力を直接入力して断面照査を行うことができません。必ずフレームモデルを作成してフレーム解析を行う
必要があります。ESSectionでは、フレームモデルを作成する必要がなく、断面形状と照査に必要な設定と断面力を直接
入力することで断面照査が可能です。
　これにより、例えばESで解析および照査を実施したデータからESSection形式で断面力と断面形状をエクスポートし、
断面力はそのままで断面検討を繰り返し行うなどが可能になります。

(2)　ES と ESSection の違い
　H14/H24/H29道路橋示方書での照査は、ESでもESSectionでも可能ですが、ESの中でH29道示の照査を行うには、別
売りのH29道示オプションが必要です。ESSectionは追加オプション無しで、H14/H24/H29道路橋示方書での照査が可能
です。
　断面照査を行うために、ESではフレーム要素を作成する必要がありますが、ESSectionでは、フレーム要素は不要で
す。

(3)　フレーム計算時間が長い場合
　ESでモデルを作成して照査まで行い、再度断面形状や鉄筋量を変更したい場合にフレーム計算を再度やり直す必要が
あります。動的解析などフレーム計算時間が長い場合は不便です。
そこで、ESでフレーム計算と断面照査まで行い、それをESSection形式でエクスポートし、ESSectionでそのファイルを読
み込み、断面形状や鉄筋量を変更し、照査が可能です。フレーム計算がない分便利です。このとき、ESSection側で修正し
た断面形状や鉄筋量は、断面データを部品としてエクスポートし、ESに取り込むことができます。

(4)　ESにH29道示オプションがない場合
　ESにH29道示オプションがない場合、H29道示の照査ができません。しかし、ESSectionを利用すれば、以下のような
操作手順によってH29道示照査が可能となります。ただし、毎回ファイル連動しなければならないのでトライアル回数が
多い場合は不便です。
・ESでFEM解析する（H29道示照査は不可）
・ESの中で、ESSection形式のエクスポートする（ファイルができる）
・ESSectionで、そのファイルを読んで、H29道示照査の設定を行い、照査が可能

したがって、
・ESの中で、H29道示照査を便利に使うためには、H29道示オプションが必要（トライアルは便利）
・H29道示オプションがない場合は、ESSectionを経由することでH29道示照査が可能（トライアルは不便）
です。

※Q&Aはホームページ（http://www.forum8.co.jp/faq/win/ESSection.htm）にも掲載しております。
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